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浦亮平、中村大、根岸洋、Lisa Maher、Grant Schechner、Sabrina Agarwal 
1b) 北海道：阿部千春、Gary Crawford 
1c) 信濃川：Simon Kaner、Liliana Janik 
1d）安定同位体分析：米田穣、奈良貴史、澤田純明、日下宗一郎 
1e）花粉分析・古環境復元：吉田明弘、川幡穂高、Enrico R.Crema 
1f) でんぷん分析：西田泰民、上條信彦、Liu Li 
1g) 脂肪酸分析：Kevin Gibbs 
2. 比較研究 
2a) カリフォルニア：Kent Lightfoot、Grant Schechner 
2b) 北西海岸：菅野智則、真貝理香、山本直人、Kenneth Ames、Colin Grier、Steven Alec Weber 
2c）カナダ北極圏：James Savelle 
2d）千島：Ben Fitzhugh 
2e) ロシア：Alexander Nikolaevich Popov、Andrei Tabarev、Andrzej Weber 
Ⅱ. 民族・社会調査班：（班長：細谷葵） 
1. 日本 
1a) 浄法寺：伊藤由美子、羽生淳子、William Lockert Balée  
1b）閉伊川・大槌：福永真弓、砂野唯、金子信博、池谷和信 
1c）福島：後藤宣代、後藤康夫、山口富子、David Hunter Slater、本野一郎、澤口佳代、村瀬里紗、 
北村沙知、Nicolas Sternsdorff Cisterna 
1d) 磐城：高橋五月 
1e) 北海道：内藤大輔、Clare Fawcett 









1c) 考古学と現代社会：吉田泰幸、John Ertl 
2．比較研究 
2a）都市農業実習：Miguel Altieri 、Fritjof Capra 










が共催するCJS-JSPS Symposium 2014: Long-









































































































































































































総合地球環境学研究所   研究プロジェクト 
地域に根ざした小規模経済活動と長期的持続可能性—歴史生態学からのアプローチ- 
プロジェクトリーダー 羽生 淳子 
http://www.chikyu.ac.jp/fooddiversity/index.html 
小規模経済プロジェクト事務局 
総合地球環境学研究所 研究部 研究室８ 
〒603-8047 京都市北区上賀茂本山457番地4 
Tel.075-707-2240 Fax.075-707-2508 
プロジェクトメンバーの方へNL原稿のお願い 
学会、調査活動、出張等さまざまな場所での活動をメンバーの方々にニュースレターを通して紹介していく
予定です。事務局より順次、原稿をお願いしてまいりますので、よろしくお願いいたします。 
～新スタッフからひとこと～ 
「10年間の放浪生活を経て、昨年帰国しました。これからは、日本から世界を見つつ、 
地球研での研究支援業務を通じて、持続可能な社会の構築に、陰ながら貢献できれば 
と思います。」(小林優子) 
「無類のゴマ好きです。愛用は宮崎県椎葉村は黒木さんの「金ゴマ」です。 
８硏の鉢にもゴマを蒔いてみました。」（小鹿由加里） 
「2008年から、エチオピア農村における雑穀を中心とした食糧の生産・貯蔵・消費体系について調査してきま
した。こちらでは、日本の農村を調査対象として、食糧生産と食加工について調査していきたいと思ってお
ります。」（砂野唯） 
「専攻は考古学(縄文）です。遺跡発掘調査などの経験を生かし、プロジェクトの研究支援をしていきたいと思
っています。」（富井典子） 
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